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花
の
癒
し

▼
去
年
の
秋
か
ら
家
族
が

新
潟
の
病
院
に
入
院
し
て

い
る
の
で
、
毎
週
通
っ
て

い
ま
す
。
片
道
一
時
間
緊

張
し
な
が
ら
車
を
運
転
し

て
い
ま
す
。
秋
の
頃
は
、

道
の
周
り
の
木
々
が
紅
葉
す
る
の
を

眺
め
な
が
ら
、
あ
せ
ら
ず
、
ゆ
っ
く

り
ゆ
っ
く
り
と
。
雪
が
降
っ
た
冬
の

道
は
、
凍
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

除
雪
具
合
を
確
認
し
な
が
ら
、
お
っ

か
な
び
っ
く
り
通
い
、
な
ん
と
か
冬

を
過
ご
し
ま
し
た
。
昨
年
の
冬
、
我

が
家
で
は
雪
に
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
、
除

雪
機
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
が
、
試
運
転
だ
け
で
一
度
も
使

う
事
な
く
冬
が
終
わ
り
ま
し
た
。
春
、

去
年
花
壇
に
植
え
た
ク
ロ
ッ
カ
ス
、

パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
等
が
競
っ
て
咲

き
始
め
ま
し
た
。
道
行
く
人
が
声
を

か
け
て
下
さ
り
、
と
て
も
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
近

所
で
は
水
仙
、レ
ン
ギ
ョ
ウ
、雪
割
草
、

さ
ざ
ん
か
、
椿
、
梅
が
一
斉
に
咲
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
身
近
に
沢
山
の

花
が
あ
っ
た
の
か
と
感
動
し
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
花
を
眺
め
愛
で
て
、
楽

し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

事
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

▼
毎
週
の
新
潟
通
い
は
、
土
手
沿
い

を
走
る
の
で
、桜
、モ
ク
レ
ン
の
木
々

の
様
子
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

ま
る
で
私
を
待
っ
て
い
る
様
で
、
つ

ぼ
み
か
ら
花
へ
、
花
か
ら
葉
へ
と
優

し
く
包
ん
で
く
れ
て
い
る
感
じ
が
し

ま
し
た
。
病
院
へ
の
道
の
不
安
、
心

配
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
花

言
葉
も
覚
え
ま
し
た
。
自
己
愛
、
希

望
、は
に
か
み
、友
愛
、気
品
、謙
遜
、

忍
耐
、
等
々
、
花
ひ
と
つ
で
も
役
目

を
持
っ
て
い
る
と
、
一
つ
一
つ
の
花

の
個
性
が
人
を
励
ま
し
た
り
、
優
し

く
し
た
り
と
…
。

▼
組
合
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。今
、

こ
の
時
役
員
を
さ
せ
て
も
ら
う
事
は

何
か
意
味
が
あ
り
、
美
容
へ
の
恩
返

し
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
の
先
生

方
の
励
ま
し
を
受
け
、
若
い
先
生
方

の
応
援
を
得
て
、
出
来
る
事
を
精
一

杯
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
楽
し
み

な
が
ら
、
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�
理
事
（
三
条
支
部
長
）

�
五
十
嵐
　
厚
子

第
30
回
通
常
総
代
会
開
催

開
催
通
知
日
　
平
成
25
年
4
月
19
日
㈮

開
催
日
時
　
　
平
成
25
年
5
月
13
日
㈪

　
　
　
　
　
　
午
前
11
時

開
催
場
所
　
新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

総 

代 

数
　
103
名

出
席
者
数
　
103
名（
内
委
任
状
出
席
9
名
）

本
議
事
録
作
成
理
事
　
長
尾
　
紀
次

議
事
経
過
の
要
綱
及
び
そ
の
経
過

　
定
刻
に
至
り
、
長
尾
紀
次
総
務
部
長
が

挨
拶
を
述
べ
、
続
い
て
長
尾
総
務
部
長
よ

り
司
会
の
選
任
に
つ
い
て
議
場
に
諮
り
、

中
林
淳
子
理
事
を
選
任
、
司
会
よ
り
資
格

審
査
委
員
長
及
び
議
事
運
営
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

・
資
格
審
査
委
員
長

　
　
品
田
　
　
章
雄
（
柏
崎
支
部
）

・
議
事
運
営
委
員
長

　
　
佐
藤
　
　
敦
哉
（
新
潟
東
支
部
）

・
副
委
員
長

　
　
池
　
　
　
寅
善（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

・
他
委
員
5
名

　
　
宮
島
　
ヤ
ス
子
（
新
潟
西
支
部
）

　
　
片
桐
　
千
恵
子
（
中
東
支
部
）

　
　
小
川
　
記
香
有
（
村
上
支
部
）

　
　
谷
川
　
　
征
子
（
長
岡
支
部
）

　
　
室
橋
　
　
鉄
也
（
糸
魚
川
支
部
）

　
以
上
の
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
同
意

に
よ
り
承
認
可
決
し
た
。

　
竹
内
聖
二
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、
功

寿
賞
表
彰
式
並
び
に
来
賓
祝
辞
・
祝
電
披

露
は
総
代
会
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
執
り

行
う
旨
、
司
会
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
品
田
資
格
審
査
委
員
長
よ
り
本
総

代
会
が
適
正
に
成
立
し
た
旨
を
述
べ
、
議

長
の
指
名
が
理
事
長
よ
り
な
さ
れ
た
。

・
議
　
長

　
　
川
瀬
　
　
友
子
（
西
蒲
原
支
部
）

　
　
藤
原
　
　
　
卓（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
　
岡
　
　
　
美
樹
（
見
附
支
部
）

　
川
瀬
議
長
が
議
長
団
を
代
表
し
て
挨
拶

を
し
た
後
、
書
記
の
任
命
を
行
っ
た
。

・
書
　
記

　
　
植
木
　
美
和
子
（
高
田
新
井
支
部
）

　
　
古
川
原
　
昌
樹
（
三
条
支
部
）

　
全
員
の
同
意
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
の

で
、
議
長
及
び
書
記
は
そ
れ
ぞ
れ
着
席
し

た
。

　
続
い
て
佐
藤
議
事
運
営
委
員
長
よ
り
本

日
の
議
事
日
程
を
提
案
し
た
。

（
議
長
　
川
瀬
　
友
子
）

第
1
号
議
案
　
総
代
変
更
に
関
す
る
件

　
長
尾
総
務
部
長
よ
り
直
江
津
支
部
の
総

代
変
更
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
議
長
よ
り
、
第
1
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第�

2
号
議
案
　
平
成
24
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

　
竹
内
理
事
長
よ
り
事
業
総
括
に
つ
い
て

説
明
の
後
、
事
業
報
告
に
つ
い
て
各
担
当

部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
、
引
き
続
き
三

國
経
理
部
長
よ
り
平
成
24
年
度
一
般
会
計

並
び
に
共
済
会
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

説
明
の
後
、
次
い
で
監
事
団
を
代
表
し
て

丸
山
義
雄
監
事
よ
り
監
査
報
告
「
適
正
で

あ
っ
た
」
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
議
長
よ
り
、
第
2
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
り
、
質
疑
応
答
に
入
る
。

（
新
潟
東
支
部
　
鈴
木
総
代
）

　
組
織
部
で
業
務
侵
害
に
つ
い
て
調
査
し

た
結
果
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な

さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
事
例
が
生
じ

た
際
に
は
、
組
織
と
し
て
対
応
し
て
頂
け

る
の
か
。

（
丸
山
組
織
部
長
）

　
県
生
活
衛
生
課
と
話
し
合
い
を
し
た
と

こ
ろ
、
違
反
内
容
に
つ
い
て
細
か
く
該
当

の
各
保
健
所
に
申
し
出
て
頂
き
た
い
と
の

事
で
あ
っ
た
。
個
人
で
行
う
事
が
無
理
で

あ
れ
ば
、
支
部
長
を
通
じ
て
で
構
わ
な
い

が
、
各
事
案
に
よ
り
細
か
く
異
な
る
点
が

多
々
あ
り
一
概
に
判
断
が
難
し
い
の
で
、

そ
の
都
度
申
し
出
て
頂
き
た
い
と
の
事
で

あ
っ
た
。

　
議
長
よ
り
、第
2
号
議
案
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長
　
藤
原
　
　
卓
）　
　

第�

3
号
議
案
　
平
成
25
年
度
賦
課
金
額
及

び
徴
収
方
法
の
承
認
に
関
す
る
件

第�

4
号
議
案
　
平
成
25
年
度
加
入
手
数
料

額
に
関
す
る
件

第�

5
号
議
案
　
平
成
25
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
に
関
す
る

件
を
一
括
提
案
説
明

　
三
國
経
理
部
長
よ
り
平
成
25
年
度
賦
課

金
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
平
成
25

年
度
加
入
手
数
料
額
に
つ
い
て
説
明
。
第

5
号
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
竹
内
理
事
長

よ
り
事
業
概
要
説
明
の
後
、
各
担
当
部
長

よ
り
説
明
、
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

三
國
経
理
部
長
よ
り
説
明
。
補
足
と
し
て

竹
内
理
事
長
よ
り
、
全
美
連
の
賦
課
金
が

5
月
末
の
総
会
で
決
議
さ
れ
4
月
に
遡
っ

て
値
上
げ
さ
れ
る
事
に
対
し
、
県
と
し
て

は
役
員
の
日
当
他
経
費
削
減
を
し
、
組
合

費
の
値
上
げ
を
今
年
度
は
行
わ
な
い
事
と

し
た
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
議
長
よ
り
、
第
3
・
4
・
5
号
議
案
に

つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長
　
岡
　
　
美
樹
）

第�

6
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認

に
関
す
る
件

　
三
國
経
理
部
長
よ
り
、
災
害
等
が
生
じ

た
時
の
借
入
限
度
額
は
５
，０
０
０
万
円

と
し
、
借
入
先
は
北
越
銀
行
新
潟
支
店
と

す
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
議
長
よ
り
、
第
6
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

第
7
号
議
案
　
役
員
給
与
に
関
す
る
件

　
三
國
経
理
部
長
よ
り
、
理
事
25
名
、
監

事
2
名
の
年
額
１
，
２
９
６
，
０
０
０
円

に
つ
い
て
説
明
。

　
議
長
よ
り
、
第
7
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

高温多湿な環境では熱中症が多発します。
以下の項目をチェックして

職場の熱中症予防に努めましょう！

めまい・失神 筋肉痛・筋肉の硬直 大量発汗

頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感

意識障害・痙攣・手足の運動障害 高体温

厚生労働省労働基準局・都道府県労働局・労働基準監督署

（※１）平成２１年６月１９日付け基発第０６１９００１号「職場における熱中症の予防について」に基づく、職場における熱中症予防対策
（※２）WBGT（Wet-Bulb Globe Temperature）値＝暑熱環境による熱ストレスの評価を行う暑さ指数で、乾球温度・自然湿球温度・黒球温度から算出する数値
（※３）熱に慣れ、当該環境に適応させるために計画的に設ける期間

熱中症とは、高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分（ナトリ
ウムなど）のバランスが崩れたり、体内の調整機能が破綻するなどして発
症する障害の総称で、次のような症状が現れます。

（※１）

�����������������������
（※１）

����� ������������

������� ���������
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������������������
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美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第697号平成 25 年 6 月 20 日 （2）

第�
8
号
議
案
　
共
済
規
程
・
約
款
の
一
部

変
更
に
関
す
る
件

　
長
尾
総
務
部
長
よ
り
共
済
対
象
物
件
を

明
確
に
す
る
た
め
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

説
明
。

　
議
長
よ
り
、
第
8
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

第�

9
号
議
案
　
振
興
計
画
の
変
更
認
定
申

請
に
関
す
る
件

　
長
尾
総
務
部
長
よ
り
、
振
興
指
針
の
一

部
改
正
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
振
興
計

画
の
変
更
認
定
申
請
に
つ
い
て
は
、
理
事

会
に
一
任
願
い
た
い
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

　
議
長
よ
り
、
第
9
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

第
10
号
議
案
　
そ
の
他

　
議
長
よ
り
、
執
行
部
か
ら
の
提
案
が
無

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
長
尾
総
務
部
長
よ

り
特
に
無
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
の
で
議

場
よ
り
質
問
を
受
け
る
。

（
新
潟
東
支
部
　
鈴
木
総
代
）

　
全
美
連
の
賦
課
金
値
上
げ
に
つ
い
て
今

功寿賞受賞者の皆さん

功寿賞表彰式

大野　雪子様 （新 潟 西）
小島　幸子様 （新 潟 西）
鈴木　恵子様 （新 潟 西）
渡部　香枝様 （新 潟 西）
祝　千賀子様 （佐 渡）
石井　幸江様 （西 蒲 原）
石田　朋江様 （西 蒲 原）
関川百合子様 （西 蒲 原）
磯田瑠美子様 （中 東）
倉地　好子様 （中 東）
近藤チイ子様 （中 東）
佐藤　テル様 （中 東）
高橋キミ子様 （中 東）
髙橋　恵子様 （中 東）
髙橋　延子様 （中 東）

富永　栄美様 （小 出）
大渕美代子様 （十 日 町）
桜沢　隆代様 （十 日 町）
林　　綾子様 （南 魚 沼）
阿部　恭子様 （柏 崎）
市川　　廣様 （柏 崎）
梅沢　芳江様 （柏 崎）
小関　文江様 （直 江 津）
中村宇多子様 （直 江 津）
岡登ヤエ子様 （高 田 新 井）
保坂　敬子様 （高 田 新 井）
山岸　幸子様 （高 田 新 井）
谷　　允子様 （糸 魚 川）

林　貴美子様 （中 東）
大島久美子様 （新発田北蒲）
小島　徳子様 （新発田北蒲）
吉井　貞子様 （新発田北蒲）
伊藤　貞子様 （村 上）
小田　レイ様 （村 上）
佐藤　節子様 （村 上）
石田　ミテ様 （加 茂）
佐藤トシイ様 （加 茂）
今井　初美様 （三 条）
大谷　幸子様 （長 岡）
高原　洋子様 （長 岡）
寺尾八重子様 （長 岡）
水島　栄子様 （長 岡）
安田　義子様 （長 岡）

　
５
月
13
日
の
総
代
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に
お
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、
長
年
組
合
員

と
し
て
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合
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に
ご
貢
献
い
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だ
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方
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寿
賞
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授
与
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行
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ま
し
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。

　
今
年
は
43
名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な

り
、
表
彰
式
に
は
31
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
以
下
の
通
り
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
健
勝
で

ご
活
躍
下
さ
い
。

年
度
は
本
部
が
ま
か
な
う
と
の
事
で
あ
っ

た
が
、
来
年
度
以
降
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

（
竹
内
理
事
長
）

　
出
来
る
だ
け
組
合
員
や
支
部
へ
の
負
担

を
掛
け
な
い
為
に
今
年
度
の
予
算
立
て
に

あ
た
り
経
費
削
減
等
見
直
し
を
行
っ
た
。

組
合
員
減
少
に
伴
い
収
入
減
と
な
っ
て
い

る
厳
し
い
現
状
を
考
え
、
今
後
も
十
分
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
新
潟
東
支
部
　
鈴
木
総
代
）

　
経
費
を
掛
け
る
べ
き
点
を
十
分
に
判
断

し
な
が
ら
、
事
業
を
行
っ
て
頂
き
た
い
。

　
以
上
を
も
っ
て
本
総
代
会
の
議
案
全
部

を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
閉
会
を
宣
し

た
。

　
書
記
解
任
及
び
議
長
団
解
任
を
宣
し
、

議
長
団
よ
り
解
任
の
挨
拶

　
長
尾
副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
、
時

に
13
時
20
分

平成25年度
管理美容師資格認定講習会

講習日程／平成25年 9 月30日㈪・10月 1 日㈫・10月 7 日㈪
講習時間／ 9：30〜16：30
講習会場／興和ビル　新潟市中央区新光町 6 - 1
支部受付／ 5月 7日㈫〜 7月10日㈬

受講希望者は各支部へお申し込み下さい。

〜5月16日から対象を全業種に拡大、補助率を1/2にアップ〜

　厚生労働省では、労働者の健康を確保するため、平成23年10月、
受動喫煙を防止するための助成金制度を開始しました。
　このたび、より一層、対策を進めていくために次のとおり助
成金制度を改正することになりました。

　1　対象事業主をすべての業種の中小企業に拡大

　2　補助率を費用の1/4から1/2に引上げ（上限額200万円）

　3　交付の対象を喫煙室の設置費用のみに限定

　詳しくは、新潟労働局ホームページの助成金・奨励金関係を
ご参照ください。又は、新潟労働局健康安全課（☎025-288-
3505）までお問い合わせください。

「受動喫煙防止対策助成金制度」を充実



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第697号美　容　に　い　が　た平成 25 年 6 月 20 日（3）

　出張先のホテルで、久し振りにNHKのクローズアップ現代・特集「オノマ
トペ」を見ました。「オノマトペ」とは、擬音語と擬態語の総称です。擬音語
は、物が発する音や声を真似て表現した語句で、「ドカーン」「サラサラ」など
で、擬態語は状態や心情など音のしないものを音によって表す言葉「ツンツン」
「デレデレ」などです。昔から、漫画やアニメで使われるのは当り前と感じて
いましたが、今はニュースや公共の場での表現においても広く使われ、さらに
は国会の討論でも使用する人たち（場面）が年々増えている時代なのだそうで
す。その方が受け手にイメージがしっかり伝わるからだそうで、コンビニでは
パンやお菓子のパッケージに「もちもち × ×」と表記するだけで、売上がUP
しているそうです。そうだとすると美容室においては、カウンセリングや店販
の際に、その言葉は重要になると気付かされます。
特に我々が使う日本語には、その種類が多く日常生活において重要性が高く、
もしそれを使わずに情景を表そうとすれば、より多くの言葉が必要になり、逆
に相手に伝わり難くもなるのだそうです。たしかに美容室においての表現でも
「さらさら」「ゆるふわっ」「トゥルントゥルン」など、相手にイメージが伝わ
りやすい言葉がたくさんあります。 世代や性格にもよりますから、一概に全
てのお客様にノリで使っていい場合とそうでない場合はあると思いますが、
POPの表現やロープレで今一度見直す時期だと感じさせられます。

■ オノマトペ

株式会社  野田 URL：www.noda-salon.com

お申し込み頂き、開催が決定
した種目から競技規定を送り
ます。

締 切 間 近 !!

優勝者の
中から抽

選で3名
様に

月岡温泉「
華鳳」ペア

宿泊券贈呈
!!

全美連 第15回作文コンテスト募集要綱
美容にかける、あなたの夢を文章に……
【募集テーマ】　�美容業界の活性化のための私の提言、またはサロン活性化のため

の私の提言

【入賞者・賞金】
　　　最優秀賞１名……厚生労働大臣賞・賞金１０万円
　　　優秀賞 2 名……賞金 ５ 万円
　　　入選若干名……賞金 2 万円（商品券）
　　　※�最優秀賞・優秀賞の方は全国大会へのご招待
　　　　（平成25年10月22日：神奈川『横浜アリーナ』にて開催）

【審査委員及び審査】　学識経験者等による厳正な審査

【原稿枚数】　４００字詰め原稿用紙 ４ 枚より ７ 枚まで（パソコン・ワープロ原稿可）
　　　　　　※�パソコン・ワープロの場合は1600字より2800字までです。書式設定は問いません。

【応募資格】　組合員、またはその従業員（美容師に限る・年齢不問）
【提出作文の著作権】　※最優秀賞・優秀賞作品は「ZENBI」誌上で発表
　　全日本美容業生活衛生同業組合連合会に帰属し、他に転載等することを禁ずる
【応募先】	 〒１５１—００５３　東京都渋谷区代々木１−５６−４　美容会館 ７ 階
	 全美連・作文コンテスト係
	 �作文には「郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、

組合員・従業員の別」を明記
※ご記入いただいた個人情報については、作文コンテストの結果通知に使用。作文は返却しない。

【応募締切日】　平成２5年 8 月16日（金）　消印有効
【内容についてのご注意】
　　・「テーマ」に対し、現状の批判ではなく、前向きで明朗なもの

★日　時：平成25年 9 月 3 日（火）
　　　　　13：30開演予定

★会　場：宮城県宮城郡利府町
　　　　　「グランディ21
　　　　　（セキスイハイムスーパーアリーナ）」

★参加費：メンバー　￥無料
　　　　　ビジター　￥2,000-

（ 3 .11の災害地からの挑戦!!東北の名産品等の販売もあります。ぜひご
参加ください。）

トップマスターズモード発表会
第98回

T O K A I H O K U S H I N E T S U   B I Y O K E N S H U K A I   i n   S H I Z U O K A

20139 30 月10 1火

※申込取消しによる会費の返金は致しません。 ※会費に交通費は含まれておりません。

T O K A I H O K U S H I N E T S U

B I Y O K E N S H U K A I
i n  S H I ZUOK A第33回

◆ 定　員／1,300名
◆ 会　費／23,000円（研修費、懇親会費、宿泊費＜朝食付＞を含む）
◆ 参加資格／本会加盟各県組合員及びその従業員
◆ 宿 泊 先／浜名湖ロイヤルホテル、舘山寺サゴーロイヤルホテル、ホテルウェルシーズン浜名湖
◆ 申込方法／各県美容組合を通じて会費を添えて、静岡県美容組合へお申し込みください。
◆ 申込締切／２０１３年７月１０日（水）

◆１２：００　開　場
◆１２：４５　オープニングセレモニー
◆１３：００　開会式　来賓祝辞
　　　　　　　　   各県理事長紹介
　　　　　　　　　担当県挨拶
◆１３：３５　研修会
　　　　　講　演　 コシノジュンコ氏
　　　　　テーマ　 人生これからや～お母ちゃんからもろた言葉より
◆１４：５０　技術展示講習
　　　　　講　師　大林博之氏
◆１５：５５　終了式　表彰状授与
◆１６：３５　次回開催県招聘アピール
◆１６：４５　閉会式　閉会挨拶
◆１６：５５　懇親会場へ移動

in
静岡

会 場

◆開催担当／静岡県美容業生活衛生同業組合
東海北信越美容協議会

アクトシティ浜松 大ホール

主 催

静岡県静岡市葵区常磐町２-２ TEL.054-251-2638

新人デザイナーの登龍門と
いわれる装苑賞を最年少の
19歳で受賞。以後ファッ
ションデザイナーとして７８
年のパリコレレクションを皮
切りに世界で活躍。今日で
は、連続ドラマ「カーネー
ション」で話題となる。

24歳でカット・セットコンテスト日本
一位、美容史上最高賞金を獲得。世
界各地で日本代表としてヘアショー
に出演する。ＩＣＤ世界美容家協会よ
り２０００年に「ナイト」、２００４年に
「オフシェ」の勲章を受章。デュッセ
ルドルフでワンマンショーを行い、
過去最高の評価を得る。

講師 プロフィール

コシノジュンコ
ファッションデザイナー

大林 博之
美容師

東海北信越美容研修会
テーマ／天高く飛躍  そして美しく

◆会　　費／23,000円＋交通費9,000円
◆参加資格／組合員及びその従業員
◆申込方法／会費を添えて、各支部長へお申し込みください。
　　　　　　研修会・懇親会・宿泊費＜朝食付＞を含みます。
　　　　　　取消による返金はいたしません。
◆申込〆切／ 6月28日㈮



組合本部事務所への各共済に関する申請・お問い合わせは
午前10時から午後4時までにお願い致します。

美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第697号平成 25 年 6 月 20 日 （4）

組
合
だ
よ
り

 7月 1日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 長岡会場

	 レベルアップセミナー（アップスタイル）	 新潟会場

　　 2日㈫	 レベルアップセミナー（競技大会着付）	 新潟会場

　　 8日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 新潟・長岡会場

	 レベルアップセミナー（着付初級・中級）	 新潟会場

　　22日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 長岡会場

	 レベルアップセミナー（アップスタイル）	 新潟会場

　　29日㈪	 Hair Fashion Contest 2013	 新潟市産業振興センター

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 1 100,000
4. 配偶者死亡弔慰金 0 0
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 6 120,000
6. 慰労金 1 100,000
7. 退職慰労金 0 0

計 8 320,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 0 0
4. 長寿祝金 0 0
5. 結婚祝金 0 0
6. 第1子誕生祝金 3 180,000
7. 子供誕生祝金 0 0
8. 銀婚祝金（入籍後25年） 4 80,000
9. 金婚祝金（入籍後50年） 0 0
10. 古希祝金（満70歳） 1 10,000
11. 還暦祝金（満60歳） 1 10,000
12. 人間ドック補助金 6 60,000

計 15 340,000

平成25年度　各種給付状況（ 5月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内）

‥‥‥‥　共済・保険の請求先のご案内　‥‥‥‥
①共済会給付金申請（請求期限は事由発生から 6ヶ月以内）
　　支部長へご連絡下さい
②総合福祉共済給付金申請（請求期限は事由発生から 1年以内）
　　総合福祉共済ご加入者の方は組合へご連絡下さい
③賠償責任保険請求　支部長へご連絡下さい

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C
5年以内 2.25 1.85 1.35

1.65

12年超 13年以内
2.85 2.45 1.95

5年超　6年以内 2.35 1.95 1.45 13年超 14年以内
6年超　7年以内 2.45 2.05 1.55 14年超 15年以内 2.95 2.55 2.05
7年超　8年以内

2.55 2.15 1.65
15年超 16年以内

3.05 2.65 2.15
8年超　9年以内 16年超 17年以内
9年超  10年以内 2.65 2.25 1.75 17年超 18年以内

3.15 2.75 2.25
10年超 11年以内

2.75 2.35 1.85
18年超 19年以内

11年超 12年以内 19年超 20年以内 3.25 2.85 2.35

区 分 適用施設設備等
基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）
特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成 25年 6月 12 日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

【設備資金貸付利率特例制度】が１年間延長されました。
　設備資金貸付の金利について、当初２年間0.5％低減されます。

事業部からのお知らせ
ZENBIは全美連（厚生労働大臣認可）の
オフィシャルマガジンです
○サロンの経営講座を判りやすく解説
○世界各地より発信の海外ヘア情報
○連合会の各種事業や組織活動　○お客様との会話、話題情報
○各県の行事、事業の紹介　○美容師試験、最新情報
　年間購読料　￥3,570（送料・消費税込み）

お申込みは　組合事務局へ　025-223-0991サロンに1冊

★組合新規加入者紹介キャンペーン★

　平成21年度より、組合新規加入者の紹介者に対し、奨励金として5,000円を進
呈し、新規加入者には本部加入手数料を無料としています。
ぜひ、お仲間を組合へお誘いください!!
　※　加入申込書の紹介者名記入欄に必ずご記入ください。
　　�　奨励金は、次年度 4月理事会にて各支部長にお渡ししますので、各支部
にてお受け取りください。


